
 

香川県立三木高等学校 文理科・総合学科〔全日制課程・単位制〕 

 

１ 学校基本情報 

設置学科・コース 
文理科 

総合学科（３系列：国際、流通、福祉） 
全校生徒数 

431 人 

(文理 206 総合 225) 

住所 

電話 

香川県木田郡三木町平木 750 番地（ことでん学園通り駅より 400ｍ） 

087-891-1100 

○特徴的な授業や取組み 

共通  ・単位制のため、学級単位で授業を受けるのではなく、年に３回の「履修計画」で自分の興味・関

心や進路志望等を考え、自分で時間割を作成し、自分の進路に合わせた形の少人数による授業を

受けることができます。 

・大学と同じ 90 分授業を一部、取り入れており、１週間に３４時間の授業が受けられます。 

・タブレット端末の導入に伴い、学習支援ツールで自学自習も進められます。 

・「ＬＥＡＤプログラム」で入学後、高校生活に適応できるよう支援します。 

文理科 ・多くの専門科目（「古文発展」、「数学研究」など）が履修でき、高度な学びを実現できます。 

    ・１年次後期から文系・理系に分かれて早くから進路目標の実現に向けた学習ができます。 

総合学科・１年次後期から国際・流通・福祉の３系列に分かれ、自分の「得意」を伸ばすことができます。 

    ・選択科目を活用した各種検定取得の実現ができます。 

    ・「産業社会と人間」「進路探究」の授業では地域との連携などの体験活動を通して多様な社会の中

で活躍できる「人財」の育成をめざしています。 

○特色ある学校行事 

◇生徒が学校行事の企画・運営をすることで大きく成長できます。 

生徒による修学旅行の行先の決定、生徒による体育祭、文化祭やクラスマッチの企画・運営 

春休み開催の「春祭」で文化部による発表を地域の方々にも披露 

◇国際理解教育にも力を入れています。 

ニュージーランドへの海外語学研修、長期留学生の受け入れ、海外の高校との交流 

○活躍が顕著な部活動（令和４年度） 

テニス部（男子）香川県総合体育大会団体ベスト８、新人大会団体３位 

テニス部（女子）香川県総合体育大会団体３位（四国大会出場）、新人大会団体３位 

バドミントン部（男子）香川県総合体育大会団体ベスト８ 

卓球部（女子）香川県総合体育大会団体ベスト８ 

陸上競技部 香川県総合体育大会男子走幅跳 第４位（四国大会出場） 

放送部 香川県高校放送コンテストアナウンス部門第３位（全国大会出場） 

○進路状況(令和５年３月卒業生の合格実績値〔過年度の卒業生を含む〕) 

大 学 
専門学校 

就 職 

国公立 私 立 香川県内 香川県外 

７８(内短大０) １８６(内短大０) ８ １ ０ 

＜進路の特徴＞ 

大多数の生徒が大学進学します。 

文理科：探究心を養いながら国公立大学や有名私立大学などへの進学をめざします。 

総合学科：自分の興味や関心に応じて「得意」を伸ばし、国公立大学から専門学校まで幅広い進路をめざし

ます。 



２ スクール・ミッション 

グローバル化・情報化など変化する時代に柔軟に対応でき、未来の作り手となる「人財」の育成 

 

３ スクール・ポリシー 

○このような生徒を求めています。 

自分は「何をやりたいのか」「何に向いているのか」「何ができるのか」などをしっかりと考えながら、理想

の実現に向けた学びに挑戦する「考える力」「表現力」「ガッツ」を兼ね備えた生徒を求めています。 

○このような学びを行います。 

ＩＣＴ活用も含めた新しい授業の構築、地域と連携した探究活動やボランティア活動、多くの外部人材を活

用した取り組みなど主体的な学びにつながるよう支援します。語学研修や留学生の受け入れなど国際理解教

育も充実しており、学校行事や部活動などを通して「生徒が主役」の感激や感動のある学びを行います。 

○卒業までにこのような生徒を育てます。 

自主性・主体性を育てながら、心豊かでたくましく、ローカルからグローバルまで幅広い視野を持った、こ

れからの未来を創る新たな「主役」となる生徒を育てます。 

 



４ 指導計画 

＜ 文理科 ＞ 

 

 

グローバル化・情報化など変化する時代に柔軟に対応でき、未来の作り手となる

「人財」の育成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 年次 

単位制の特徴を生かして多くの

仲間と知り合うことで自己を認

識し、将来に向けた目標を設定し

ます。基礎固めをしながら模索す

るなかで成長していく時期です。 

 

 

 

2 年次 

学校行事など様々なことへの

挑戦や試行錯誤する実体験を

もとに、相手を思いやる力や仲

間と協力して物事を成し遂げ

る力の進化・充実を図ります。 

 

3 年次 

進路実現にむけて努力、飛躍す

るために多くの専門科目の履

修を生かして学力を向上させ、

豊かな知性や広い視野を身に

付けていきます 

「進路探究」を通して進路

について考え、１年次後期

から文系・理系に分かれて

進路目標の実現に向けた挑

戦が始まります。グループ

内での発表を積み重ねてプ

レゼンテーション能力を養

います。 

夏に希望者で海外語学研

修を実施。話せる英語の強

化や異文化、日本文化など

の事前事後の研修が充実

しています。「進路探究」

ではグループに分かれて

意見を交換しながら課題

研究に取り組みます。 

３年次からそれまでの２ク

ラス編成から３クラス編成

となり、少人数のクラスで

多くの先生から手厚い指導

を受けることができ、得意

科目を伸ばし、苦手科目を

克服する環境が整っていま

す。 
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４ 指導計画 

＜ 総合学科 ＞ 

 

グローバル化・情報化など変化する時代に柔軟に対応でき、未来の作り手となる

「人財」の育成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 年次 

単位制の特徴を生かして多くの仲

間と知り合うことで自己を認識

し、将来に向けた目標を設定しま

す。基礎固めをしながら模索する

なかで成長していく時期です。 

 

 

 

2 年次 

学校行事など様々なことへの挑戦

や試行錯誤する実体験をもとに、相

手を思いやる力や仲間と協力して

物事を成し遂げる力の進化・充実を

図ります。 

 

3 年次 

進路実現にむけて努力、飛躍す

るために国際系列では英語や

理系に関する専門的な科目、流

通系列では商業に関する科目、

福祉系列では福祉に関する科

目を通して自分の「得意」を伸

ばします。 

「産業社会と人間」などを通

して進路について考え、１年

次後期から国際・流通・福祉

の３系列に分かれて進路目

標の実現に向けた挑戦が始

まります。「インターンシッ

プ（ジョブ・シャドーイン

グ）」では「自分にとって仕

事とは何か」を考えます。 

夏に希望者で海外語学研修を実

施。話せる英語の強化や異文化、

日本文化などの事前事後の研修が

充実しています。流通系列では商

品開発を通した地域活性化などの

実践的な授業も経験でき、各種検

定に挑戦することができます。福

祉系列では交流を通した福祉マイ

ンドの育成を行います。 

３年次からそれまでの２ク

ラス編成から３クラス編成

となり、少人数のクラスで多

くの先生から手厚い指導を

受けることができ、得意科目

を伸ばし、苦手科目を克服す

る環境が整っています。 
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香川県立三木高等学校 普通科 〔定時制課程・単位制〕 

 

１ 学校基本情報 

設置学科・コース 普通科 全校生徒数 ４２人 

住所 

電話 

香川県木田郡三木町平木 750 番地（ことでん学園通り駅より 400m） 

087-891-1100  

○特徴的な授業や取組み 

・単位制高校で、午後３時からの「夜間前授業２時間」と午後５時２５分からの「夜間授業４時間」があり、

選択の仕方により、３年間で卒業が可能です。 

・選択授業が多く、様々な進路に対応した時間割を組むことができます。 

・「数学」「英語」で基礎的な科目を設けるなど、学び直しにも力を入れています。 

・商業の科目も設定されており、各種検定取得に向けた学習もすることもできます。 

・秋季募集により後期（10 月）からの入学と、前期（9月）での卒業も可能です。 

○特色ある学校行事 

春季校外学習（4月）…全学年が参加し、三木町のシンボル白山へ登り親睦を図っています。 

修学旅行（隔年で実施、5月）…２年次生以上で実施します。今年は１泊２日で関西方面に行きました。 

レク大会（7月・12 月・３月）…バドミントン・卓球・トランプ等生徒会が中心になって企画・運営しま

す。トレスタ白山アイスアリーナへスケートにも行っています。 

生活体験発表大会（10 月）…定時制・通信制に通う各学校の代表生徒が自らの貴重な体験を発表します。 

秋季校外学習（11月）…全員参加で見学や体験学習を通して、学びの支援をしています。 

○活躍が顕著な部活動 

卓球（女子個人）、剣道（女子個人・団体）、陸上（男子個人 800ｍ、1500ｍ）は令和４年度全国高等学校定

時制通信制体育大会出場。今年度も全国大会出場を目指して頑張っています。 

○進路状況(令和５年３月卒業生の合格実績値〔過年度の卒業生を含まない〕) 

大 学 
専門学校 

就 職 

国公立 私 立 香川県内 香川県外 

１ ６ ６ １ ０ 

＜進路の特徴＞ 

生徒の多様な進路希望に合わせた指導を行っており、国公立大学や四年制私立大学への進学を目指す生徒が 

多くいます。また、生徒の希望や能力・適性等に応じた地元企業への就職も可能になっています。 

２ スクール・ミッション 

・自分のことを知り、自分の特性を活かし、目指す方向に前進する力を伸ばします。 

・周囲の人を理解し、多様な考えを受容し、協働できる力を育みます。 

３ スクール・ポリシー 

○このような生徒を求めています。 

① 不登校や高校中退の経験など今までの生活環境を変えて学び直したい生徒 

② 働きながら学ぶなど自らの生活習慣に合わせて学習したい生徒 

③ 自分のペースで学習に取り組み、進学を目指したい生徒 

○このような学びを行います。 

①家庭や地域社会と密接に連携を図りながら基礎的・基本的な知識と技能を確実に習得します。 

②マイ・リサーチ（総合的な探究の時間）では、自分の興味関心や進路に関する研究を行い、目標に向かっ

て努力する力を身に着けます。 

○卒業までにこのような生徒を育てます。 

① 主体的に学校生活に取り組み、夢に向かってチャレンジする生徒……自主  

② 規範意識や責任感を身に付け、自律した社会人をめざす生徒…………自律 

③ 互いの人権や個性を尊重し、友愛と協同の精神に溢れる生徒…………友愛  



 

 

 

校外学習校外

学習 

 

香川県立三木高等学校 普通科 〔定時制課程〕 

学びの再チャレンジ そして目指すところへ 

＜スクール・ミッション＞ 

自分を大切にする自己受容力。他者を大切にする他者受容力。 

自分のことを知り、自分の特性を活かし、目指す方向に前進する力。 

周囲の人を理解し、多様な考えを受容し、協働できる力 

 

 

 

                                              

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

1 年次 

学びの土台づくり 

・基本的生活リズムの 

定着 

・学校生活への適応  

 

 

 

 

2 年次 

学びの再チャレンジ 

・少人数講座の中での 

主体的・対話的な学び 

 

3 年次 

将来の方向性の探究 

～目指すところへ 

・他者との対話 

・客観的な自己分析 
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4 年次 

あせらず着実に前進 

・ゆったりした時間割 

・空きコマの有効活用 

・客観的な自己分析 

夜間前授業を履修し３年で卒業可

能 

 

履修希望調査  

 

 

校外学習 

履修希望調査 

 
修学旅行 

 

授業風景 

 
文化祭 生活体験発表会 


